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概要
• プログラミング自習システム max+ 
提出ソースコードの自動チェック（Java） 

• LTIによるLMSとの連携 
LTI: Learning Tools Interoperability  
多くのLMSと連携可能 (Sakai, Moodle, etc.) 

• 今年度春学期の授業にて実証実験を実施した
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開発の背景

• EduSPOTプロジェクト 
特定の授業に特化したSPOCツールを開発 

• max+: プログラミング教育支援 
peas: プレゼンテーション相互評価支援 
pstat: 演習進捗可視化
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プレゼンテーション相互評価支援ツール peas
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演習進捗可視化ツール pstat
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SPOCツール

• 特定の授業に特化 
高い教育効果が期待できる 
開発コストが課題 
 
 
OSS、LTI、クラウドで共有
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LTI: Learning Tools Interoperability
• LMSと外部ツール連携のための国際標準規格  
http://www.imsglobal.org/toolsinteroperability2.cfm 
Sakai, Moodle, Blackboard, Canvasなど多くのLMSが対
応 

• LMSとToolは別々のサーバで稼働可能 

• メリット 
LMS個別の開発が不要  
LMS側への影響が少ない  
柔軟な構成が可能
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max+
• Web上でソースコードの提出 
自動採点し学生へ即座にフィー
ドバック 

• LTI1.0に対応 

• ソースコードのテスト：
JUnit 

• コンテンツの管理: 
WordPress
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max+
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実証実験
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• 今年度春学期に理工学部で実施された「プログラミング言語JAVA」
にてシステムを利用 
最終日にアンケートを実施　回答者８名 

• システムに関するアンケート結果は概ね肯定的 
自動採点機能が役に立った: 100%  
プログラミング学習で類似システムを利用したい: 75% 

• 学生のコメント 
回答の自動チェック機能は便利だった 
間違っていた時のメッセージが分かりにくい 
提出状況確認機能がほしい 
模範解答やヒントなどのガイドがほしい
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今後の展望
• 実証実験の結果を元に改良 

• LTI2, Caliper Analyticsへの対応 

• 全学授業支援システムとの連携 

• クラウド展開（大学間連携） 

• 成果物の公開 
OSS（GitHub）、SaaS
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まとめ
• EduSPOTプロジェクト 
特定の授業に特化したSPOCツールを開発 
成果物の共有が鍵 

• プログラミング自習システム max+ 
Javaの自動採点機能、LTI1.0対応 
実証実験の結果は概ね高評価 

• 今後の展望 
実験結果を元にしたアップデート 
　LTI2, Caliper Analytics 
全学展開、クラウド展開、成果物の公開
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ご清聴ありがとうございました。
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